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卒業研究の風景 [電気電子工学科]

一人の教員に４～５名の
学生がマン・ツー・マンの
研究指導を受けます。

教員を中心とする輪講
の様子

卒 業 研 究 発 表 会

機 械 実 習 工 場機 械 実 習 工 場

全学科の学生が

ものづくり実習を体験

安全には特別の配慮

総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

図 書 館 志願者地区別割合（19～２2年度）
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沼津高専の概要及び第２期中期計画等

柳下福蔵校 長

平成22年7月30日(金)

（１）沼津高専の沿革

（２）沼津高専の概要

（３）認証評価・外部評価等

（４）教育理念、教育方針、学習・教育目標、

養成すべき人材像、アドミッションポリシー

（５）低学年全寮制、寮生会による自治運営

（６）教育課程の特徴

（７）附属施設（機械実習工場、総合情報センタ、図書館）

（８）入学生の推移と卒業・修了生の進路状況

（９）地域連携の状況と当面の課題

（10）高専機構の第２期中期目標・中期計画と

沼津高専の平成２２年度計画

（11）沼津高専の将来構想

沼津高専の沿革
・昭和37年(1962年) 機械工学科2学級、電気工学科1学級が設置

・昭和41年(1966年) 工業化学科1学級が設置

・昭和51年(1976年） 第4学年への編入学を認めた

情報処理教育センタが設置

・昭和61年(1986年） 電子制御工学科1学級が設置

・平成元年(1989年） 工業化学科が物質工学科に改組

・平成 4年(1992年） 機械工学科(2学級)が機械工学科(1学級）と

制御情報工学科(1学級)に改組
・平成 8年(1996年) 専攻科(3専攻)が設置

・平成11年(1999年） 電気工学科が電気電子工学科に改組

・平成16年(2004年） 地域共同テクノセンタが設置

独立行政法人国立高等専門学校機構に帰属
・平成17年(2005年） 情報処理教育センタが総合情報センタに

・平成19年（2007年) 編入学を第3学年または第4学年編入学に

･平成21年(2009年) 東工大、静大と教育研究交流協定締結

学校概要

所在地 静岡県沼津大岡3600
創 立 昭和37年4月1日
学 科 機械工学科

電気電子工学科
電子制御工学科
制御情報工学科
物質工学科
教養科

区分（千円）

収入

運営費交付金 1,134,764

施設整備費補助金 16,317

自己収入(授業料・入学料等) 289,168

産学連携等研究収入 55,914

寄付金収入

その他補助金

8,350

116,851

合計 1,621,364

支出

業務費(教育研究経費・支援経費) 1,299,606

業務費(一般管理費) 124,036

施設整備費 16,317

産学連携等研究経費 56,118

寄附金事業費

その他補助金

4,870

116,851

合計 1,617,798

収入・支出決算額（平成２１年度）

学校長 柳下 福藏

教員 80名 事務系職員 46名
博士 52名 (うち技術室 13名)
修士 24名
学士 3名
短大 1名 【平成22年8月1日現在】

専攻科 機械・電気ｼｽﾃﾑ工学専攻
制御・情報ｼｽﾃﾑ工学専攻
応用物質工学専攻

学生総数 1,120 名
施 設 敷 地 89,598㎡

建 物 36,017㎡

認証評価・外部評価認証評価・外部評価 等等
平成１６年度 日本技術者教育認定機構

（ＪＡＢＥＥ）認定
「総合システム工学分野」
(4・5学年+専攻科)

平成１７年度 (独)大学評価・学位授与機構
「機関別認証評価」

外部評価 「実技科目
（実験・実習・演習など）」

平成１８年度 ＪＡＢＥＥの中間審査
専攻科定時審査（５年毎）

外部評価 「コミュニケー
ション・プレゼンテーショ
ン能力育成」

平成19・20年度 外部評価「工学基礎

教育」
平成21年度 運営諮問会議

ＪＡＢＥＥの継続審査
（平成２６年度まで認定）

平成２２年度 運営諮問会議

平成２３年度 「機関別認証評価」

平成２２年度の組織の改変

副校長（教務主事）

校長補佐（学生主事）

校長 校長補佐（寮務主事）

校長補佐（専攻科長）

校長補佐（特定業務担当（国際交流・留学生、教員ＦＤ））

教養科

専門学科 機械工学、電気電子工学、電子制御工学、

制御情報工学、物質工学

共同利用施設 図書館、総合情報センター、

地域共同テクノセンター、実習工場

技術室（実習工場班、機械系班、電気・電子・情報系班、 物理・化学系班）

事務部 学生課（教務係、入試係、学生係、寮務係、図書係）

総務課（総務係、人事係、施設係、財務係、用度係）
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楔型教育カリキュラムの内訳 （総開講単位数 ：174単位）
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教 育 理 念

人柄のよい優秀な技術者と

なって世の期待にこたえよ

教 育 方 針

・低学年全寮制を主軸とするカレッジライフを

通じて、全人教育を行う。

・コミュニケーション能力に優れた国際感覚豊

な技術者の養成を行う。

・実験・実習及び情報技術を重視し、社会の要

請に応える実践的技術者の養成を行う。

・教員の活発な研究活動を背景に、創造的な

技術者の養成を行う。

学習・教育目標

沼津高専は、学生が以下の能力、態度、姿勢

を身につけることを目標とする。

・技術者の社会的役割と責任を自覚する態度

・自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する
能力

・工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力

・豊かな国際感覚とコミュニケーション能力

・実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続

する姿勢

養成すべき人材像

社会から信頼される、指導力

のある実践的技術者

学生受入れ方針 （アドミッションポリシー）

・科学技術に興味を持ち、入学後の学習に
対応できる基礎学力を身に付けている人

・自ら学習し、科学技術の知識を用いて
社会に貢献する意思のある人

・科学技術の社会的役割と技術者の責任に
ついて考えることができる人

・他人の言うことをよく聞き、自分の意見
をはっきりと言える人

｢

翔

峰

寮

｣

学生寮 現員５５７名（留学生７名を含む）

男子４８８名、女子６９名 【平成２２年５月１日現在】

●低学年全寮制 ●寮生会による自治運営
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静岡県の産業クラスター施策

地域再生人材創出拠点の形成

沼津工業高等専門学校

フォトンバレー
（光・電子技術関連産業）

フォトンバレー
（光・電子技術関連産業）

フーズ・サイエンス ヒルズ
（食品関連産業）

フーズ・サイエンス ヒルズ
（食品関連産業）

西部西部

中部中部

東部東部

製造品出荷額等

全国第３位
19兆4,103億円

（2007年）

ファルマバレー
（医療・健康関連産業）

ファルマバレー
（医療・健康関連産業）

地域の特色を活かした静岡県内の３つのクラスター地域の特色を活かした静岡県内の３つのクラスター

富士山麓地域における産業の特色

地域再生人材創出拠点の形成

沼津工業高等専門学校

清水町

三島市

函南町 熱
海
市

伊東市

長
泉
町

裾野市

伊豆市

沼津市

伊豆の国市

東伊豆町西伊豆町

松崎町

南伊豆町

下田市

河津町

富士宮市

芝
川
町

富士市

御殿場市

小山町

◎：医薬品製造
□：医療機器製造

都道府県名 順位 生産金額（億円）

静岡県 １ 7,973

埼玉県 ２ 7,256

栃木県 ３ 5,766

大阪府 ４ 5,621

富山県 ５ 4,724

医薬品・医療機器合計生産金額 （平成19年） 富士山麓地域の主な医薬品・医療機器製造所富士山麓地域の主な医薬品・医療機器製造所

□㈱ジーシー
□ジンマー㈱

静岡がんセンターの概要

○病院 （平成14年開院）

・ファルマバレープロジェクトの中心機関
・専門診療科 37、手術件数 3,482件（2007年度）
・全国のがん専門病院の中でもトップクラスの評価

○研究所 （平成17年開設）
・８研究部 ３研究支援室
・３つの方針：患者さんの視点を重視した研究
プロジェクト志向型の研究

沼津高専

東海大学

静岡がんセンター

◎小野薬品工業㈱
◎テルモ㈱
□テルモ㈱
□富士フイルム㈱

◎アステラス東海㈱
◎興和㈱

◎ヤンセンファーマ㈱
◎協和醗酵工業㈱
◎㈱ヤクルト本社
◎協和メデックス㈱
◎東レ㈱
□オリンパス㈱
□オリンパステルモ

バイオマテリアル
□東レ・メディカル

東海大学東海大学沼津高専沼津高専

富士山麓先端健康産業 （ファルマバレ） プロジェクト

地域再生人材創出拠点の形成

沼津工業高等専門学校

静岡県によるファルマバレープロジェクトの推進 （H１４～）静岡県によるファルマバレープロジェクトの推進 （H１４～）

産学官ネットワーク産学官ネットワーク

産業支援機関産業支援機関

大学大学

行政・公設試行政・公設試企業・研究所企業・研究所

静岡がんセンター静岡がんセンター

各種インプラント製品

人工呼吸補助器

培養細胞の
常温輸送セット

放射線のための直腸脱気チューブ

インフルエンザ診断セット

ガイドピン式
経皮骨生検セット

皮膚がん診断装置

手術時の使用済み
ガーゼカウンタ

臨床現場
ニーズ

臨床現場
ニーズ

中小企業の
技術力

中小企業の
技術力

医療機器
製品化

医療機器
製品化

内需依存型、
高付加価値化産業への

転換

内需依存型、
高付加価値化産業への

転換

本プログラム実施の背景と目的

地域再生人材創出拠点の形成

沼津工業高等専門学校

中小企業を取り巻く状況中小企業を取り巻く状況

・取組事例 （医療機器開発） ⇒ 一部企業にとどまる

・医療機器分野への参入意欲・意識は醸成

・中核人材育成が急務

・取組事例 （医療機器開発） ⇒ 一部企業にとどまる

・医療機器分野への参入意欲・意識は醸成

・中核人材育成が急務

地域の特色を活かした 中小企業主体の 地域再生を実現地域の特色を活かした 中小企業主体の 地域再生を実現

プログラムの実施目的プログラムの実施目的

医療機器開発の動き

地域全体へ
加速度的に

波及

医療機器開発の動き

地域全体へ
加速度的に

波及

医療機器開発
人材育成支援システムの

構築

医療機器開発
人材育成支援システムの

構築

提案プログラム の特徴 ② （人材養成ネットワークの形成）

地域再生人材創出拠点の形成

沼津工業高等専門学校

ファルマバレープロジェクト ネットワーク機関ファルマバレープロジェクト ネットワーク機関

人材養成ネットワークの形成

－ 地域による地域のための知の拠点 －

人材養成ネットワークの形成

－ 地域による地域のための知の拠点 －

静岡県

＜運営協力＞

静岡県

＜運営協力＞

連携自治体

富士山麓産業支援
ネットワーク

＜募集協力＞

富士山麓産業支援
ネットワーク

＜募集協力＞

・ファルマバレーセンター
（コーディネータ）

・沼津産業振興プラザ

＜養成後人材活用＞

・ファルマバレーセンター
（コーディネータ）

・沼津産業振興プラザ

＜養成後人材活用＞

産業支援機関臨床機関

静岡がんセンター・研究所
（医師・看護師）

＜外部講師派遣＞

臨床機関

静岡がんセンター・研究所
（医師・看護師）

＜外部講師派遣＞

東海大学
（開発工学部・医学部）

＜運営協力＞

東海大学
（開発工学部・医学部）

＜運営協力＞

沼津高専

＜運営主体＞

沼津高専

＜運営主体＞

評価委員会評価委員会企画運営委員会企画運営委員会

薬事法関係

・フジファルマ （審査側）

・東京CRO （申請側）

＜外部講師派遣＞

薬事法関係

・フジファルマ （審査側）

・東京CRO （申請側）

＜外部講師派遣＞

・オリンパス
・オリンパステルモ

バイオマテリアル

＜外部講師派遣＞

・オリンパス
・オリンパステルモ

バイオマテリアル

＜外部講師派遣＞

大手医療機器メーカー

高 専 大 学産業支援機関

地域教育リソースのフル活用地域教育リソースのフル活用

静岡県の地域再生計画及びファルマバレープロジェクトとの連携

地域再生人材創出拠点の形成

沼津工業高等専門学校

静 岡 県静 岡 県 沼津高専沼津高専

先端健康産業の振興による地域再生計画
（平成20年7月認定済）

先端健康産業の振興による地域再生計画
（平成20年7月認定済）

富士山麓医用機器開発エンジニア
養成プログラム

富士山麓医用機器開発エンジニア
養成プログラム

静岡県東部 富士山麓地域の再生静岡県東部 富士山麓地域の再生

先端健康産業の集積、地域経済の活性化先端健康産業の集積、地域経済の活性化

数値目標
・特許出願件数 ５０件
・製品化の件数 ２０件

数値目標
・特許出願件数 ５０件
・製品化の件数 ２０件

医療、健康関連の研究開発を活発化

させ産学官連携の推進により研究成果
や臨床ニーズの早期実用化・事業化を
図り、地域経済を活性化

医療、健康関連の研究開発を活発化

させ産学官連携の推進により研究成果
や臨床ニーズの早期実用化・事業化を
図り、地域経済を活性化

医療機器開発の中核となって社内を
リードできる技術者の養成

医療機器開発の中核となって社内を
リードできる技術者の養成

富士山麓先端健康産業集積
（ファルマバレー）
プロジェクトの推進

養成後の人材活用支援

・医療現場ニーズとの
マッチング支援

・企業経営者の意識向上
（医療機器交流サロン形成）

知的財産関係支援

製品化支援
・臨床試験支援
・販路開拓支援 ほか

富士山麓先端健康産業集積
（ファルマバレー）
プロジェクトの推進

養成後の人材活用支援

・医療現場ニーズとの
マッチング支援

・企業経営者の意識向上
（医療機器交流サロン形成）

知的財産関係支援

製品化支援
・臨床試験支援
・販路開拓支援 ほか

成果目標
・養成人数 ３２名
・共同研究件数 １０件
・試作品開発件数 ３件

成果目標
・養成人数 ３２名
・共同研究件数 １０件
・試作品開発件数 ３件
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学生数（出身地別H22.5月現在）

地区別

静 岡 県

神奈川
県

山梨県 その他
外国人
留学生

合 計

東 部 中 部 西 部

学生数
６７８

(１０５)

１８２

(２０)

１２６

(４)

４０

(３)

１

(０)

９

(１)

７

(０)

１,０４３

(１３３)

割 合

％
６５．０ １７．４ １２．１ ３．８ ０．１ ０．９ ０．７

１００

(１２．７)

（ ）内は女子数で内数・割合は、概数

専攻科生を除く

卒業生進路（18～21年度）

88 77

109
89

70
80

59
73

32 31
29 34

4 3
2 4

0人

50人

100人

150人

200人

１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度

その他

専攻科

大学

就職

大学編入学状況（19～22年度）

１９

０

３

０

０

０

０

７

０

２１

１８

２

３

２

１

１

０

２２

５

２２

７

１

５

３

０

４

７

３

０

２１

２

３

３

１

１

１

４

３

１

２２

１８

２

１

０

０

１

０

１６

３

２０

１２

１

１

０

１

０

１

９

３

１９

６

３

６

５

２

６

８

０

１

２０

９

６

５

３

３

１

１２

１

２

１９大学名 大学名

北海道 名古屋

東 北 豊橋技科

筑 波 京 都

千 葉 大 阪

東 京 岡 山

東京農工 九 州

東京工業 首 都

長岡技科 立命館

静 岡 その他

平成20年度専攻科修了生大学院入学状況

東京大学大学院 １名
東京工業大学大学院 ３名
豊橋技術科学大学大学院 １名
北陸先端科学技術大学院大学 １名
奈良先端科学技術大学院大学 ２名
静岡県立大学大学院 １名

平成21年度専攻科修了生大学院入学状況

北海道大学大学院 １名
東京工業大学大学院 １名
筑波大学大学院 １名
横浜国立大学大学院 １名
奈良先端科学技術大学院大学 ２名

地域共同テクノセンター（平成１６年３月竣工）
受入件数（技術相談含む）

19 20 17
22

36
424 3

3
6

6
5

20
14 18

12

15 7

34

20 17
23

18 24

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

技術相談

寄附金

受託研究

共同研究

技術相談 34 20 17 23 18 24

寄附金 20 14 18 12 15 7

受託研究 4 3 3 6 6 5

共同研究 19 20 17 22 36 42

H16 H17 H18 H19 H20 H21

受入額（千円単位）

8,320 11,210 8,280
12,615

39,168 39,124

5,950

13,074

10,551

14,081

10,934 13,130

13,858

12,140

5,515

12,643

14,551 7,950

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

寄附金

受託研究

共同研究

寄附金 13,858 12,140 5,515 12,643 14,551 7,950

受託研究 5,950 13,074 10,551 14,081 10,934 13,130

共同研究 8,320 11,210 8,280 12,615 39,168 39,124

H16 H17 H18 H19 H20 H21

外部資金の獲得状況 （平成２１年度実績）
外部資金 ＧＰ等 科研費 共同研究・受託研究・試験

１．仙台高専 291,162 千円 (1) 210,474 千円 (2) 46,429 千円 (7) 34,259 千円

２．東京高専 124,678 (2) 83,422 25,894 15,362

３．奈良高専 122,444 (8) 47,130 (6) 31,190 (6) 44,124

４．沼津高専 112,918 (11) 43,514 (14) 17,150 (2) 52,254

５．阿南高専 112,546 (5) 58,387 6,669 (4) 47,490

６．富山高専 111,900 (9) 46,000 (5) 39,463 26,437

７．豊田高専 107,961 (3) 71,674 (10) 22,466 13,821

８．松江高専 101,000 (4) 64,521 (12) 20,561 15,918

9．高知高専 99,991 22,935 (1) 56,973 20,083

１０．一関高専 97,026 23,206 (3) 41,530 (10) 32,290

１1．石川高専 89,012 (6) 52,501 (9) 24,219 12,292

１２．呉 高専 83,306 (7) 50,949 (11) 20,995 11,362

１３．函館高専 80,195 34,104 12,450 (8) 33,641

１４．熊本高専 75,848 (10) 45,074 (15) 17,022 13,752

１５．鹿児島高専 75,043 19,000 (4) 41,163 14,880

１６．鈴鹿高専 73,314 26,431 (7) 27,001 19,882

17. 群馬高専 71,601 0 (8) 25,472 (5) 46,129

１８．久留米高専 71,167 25,818 12,335 (9) 33,014

１９．鶴岡高専 68,017 0 5,205 (1) 62,812

２０．長岡高専 67,452 0 (13) 19,440 (3) 48,012
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恒例の「一日体験入学」８月１日（土）開催

参加者：1,007名
沼津高専の当面する課題沼津高専の当面する課題

■ 教員の学生指導力向上
第２回教員ＦＤ研修会 生徒指導が機能する 「学級経営」

■ 工学基礎教育の充実
第１回教員ＦＤ研修会 低学年の教育方法に関して

■ 学校敷地内の耐震補強

高専機構校平成２２年度予算で学内法面の補強工事

■ 教員評価システムの構築
全教員の校長ヒアリング等を実施して試行中

■ 機械実習工場の改修

平成２２年度文部科学省に概算要求中

■ 学生寮の増築

平成２２年度高専機構に概算要求中

高専機構の第２期中期目標・第２期中期計画

（２） 教育課程の編成等

① 産業構造の変化や技術の高度化などの時代の進展に即応した
対応が求められる中、各高等専門学校がそれぞれの地域性や特色
、立地条件に応じ、個性ある多様な発展を目指し、自主的・自立的
な改革を進める。このため、学科構成を見直し、地域の要請に即応
した新分野の学科の設置や改組・再編・整備を適切に進めるととも
に、地域や各高等専門学校の実情に応じ専攻科の整備・充実を行
う。

沼津高専の 平成２２年度 年度計画

① 産業構造が、エネルギー、環境、医用、福祉等の方向に変化して
いることを踏まえ、学科の大括り化、コース制の導入、新分野の学
科の設置、改組、再編、整備等の必要性について、将来検討ＷＧを
設置し、同ＷＧにおいて調査・審議し、９月末までに検討結果を纏め
る。

後ほど、将来検討ＷＧ の中間報告を行います！

実習実習実習実習実習 実習

育成目標
基礎理論・技術に基づき課題を解決し、
将来中核技術者に成長できる人材

産技振・精密工学会
大企業・OB

中堅企業

中小企業
精密部品製造

オンリーワン企業

沼津商工会議所
（管理法人）

沼津高専
地域共同テクノセンター

静岡県沼津工業
技術センター

静岡県立沼津技術
専門学校

外部評価委員会
基礎の拡大・底上げ

先
端
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

受講者
高卒後
約3年

委員

委員A B C D E F

評価

講師・設備

講師・設備

出前教育
講師派遣

６コース 40～50人

応用実習

カリキュラム

コーディネータ

講師・設備

カリキュラム開発・講師・設備

自立化計画
恒久コース
（有料）

多
様
な
業
種
の
集
積

講義 講義 講義講義

静岡県

支援

先端技術
3コース12人

2006.4.9

H18・19・20 高等専門学校等を活用した中小企業人材育成事業 概念図

平成18・19・20 年
高等専門学校等を活用した中小企業人材育成事業

(経済産業省事業）

基礎と応用コース 先端技術コース

1. 工業材料の基礎と応用 1. 金型の高能率・高精度加工実習

2. 機械加工の基礎と応用

3. 計測技術の基礎と応用 2. 超精密加工へのアプロ－チ実習

4. 電子制御の基礎と応用

5. 機械設計の基礎と応用 3. 応用実習企業間インターン

6. CAD/CAM技術の基礎 シップ

と応用

平成2１年 静岡県産業部と沼津市の支援により実施

平成22年 中小企業団体中央会の支援により実施

平成２１年度科学技術振興調整費

提案課題のヒアリング

■ プログラム名 「地域再生人材創出拠点の形成」

■ 課題名 「富士山麓医用機器開発エンジニア養成プログラム」

平成２１年４月２０日

独立行政法人国立高等専門学校機構

沼津工業高等専門学校
Numazu National College of Technology
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第４回 静岡県東部テクノフォーラム in 沼津高専
２００９.１２.１１（金）

県東部の参加者：８８名

本校教員

企業からの出展： ２１件

本校教員の出展：５８件

平成２１年度 公開講座実施一覧

93.8%16小学5年生～中学生,およびその保護者
めざせ！コンピュータ豆博士～コンピュータ基礎講座④～
ロジックICとジャンプワイヤーで作る簡単な自走ロボットの開発

85.7%7小学6年生～中学生,およびその保護者
めざせ！コンピュータ豆博士～コンピュータ基礎講座③～
グラフィカル開発ツールを用いたコンピュータシミュレーション入門

100.0%6中学生以上,およびその保護者
めざせ！コンピュータ豆博士～コンピュータ基礎講座②～
グラフィカルプログラミングによるＣ言語入門

80.0%10小学5年生～中学生,およびその保護者
めざせ！コンピュータ豆博士～コンピュータ基礎講座①～
１桁電卓の設計・製作を通して学ぶロジックの世界

71.4%7中学生
メカ講座「ものづくり体験」
～金属を溶かして、アイデアをそのまま形に ２日間～

88.9%9中学生
メカ講座「空中浮上」
～電磁石を使って、空中浮上装置を作ってみよう～

77.8%18中学生
メカ講座「エネルギー」
～ソーラーカーを製作して、エネルギーの未来を考えよう～

100.0%9小学5年生～中学生電子工作入門～ミニ放送局とラジオを作ろう～

90.0%10中学生
中学生のためのパソコン組み立て教室
～パソコンの仕組みとソフトウェアのインストール～

89.6%29小学4年生～中学生君もロボカップジュニアに出場してみないか！

80.0%10中学生
中学生のための自律ロボット教室
～赤外線で障害物を避けながら移動するロボットを作ってみよう～

100.0%8小学4年生以上とその保護者,および中学生ブロックで創るロボットの世界B

100.0%12小学4年生以上とその保護者,および中学生ブロックで創るロボットの世界A

100.0%8中学生中学生のための３次元ＣＡＤ入門

100.0%12小学生野菜やくだもので電気をおこしてみよう！

100.0%4小学生～中学生,およびその保護者
親子で楽しむ年賀状作成講座
～デジカメ、パソコンを使ってオリジナル年賀状を作ろう～

満足度
受講者

数
受講対象者講座名称

85.7%7
理数系分野に興味があり,英検4級以上
の英語力を持つ中学生

初歩の理数系英語の語彙・文法講座

100.0%12小学生光観測装置をつくろう

100.0%2中学生
中学生のための情報モラル講座
～インターネットの光と影～

89.5%19小学5年生～中学生ソーラーによるミニ扇風機の製作講座

76.2%21小学1年生～中学生
作ってみよう！電磁力の応用講座②
～作ってみよう！手づくりモータ～

100.0%21小学生1年生～中学生
作ってみよう！電磁力の応用講座①
～作ってみよう！ステレオスピーカ～

57.1%7小学5年生～中学生視覚のふしぎ

86.5%37中学生ゲームを作ろう：Scratchによるプログラミング入門

93.8%16中学生中学生のための化学実験講座

100.0%7小学生～高校生,およびその保護者パンの科学

93.3%15門池周辺の小中学生およびその保護者

2009 門池環境調査隊！
①門池・牧堰用水の地理と歴史
②門池・牧堰用水の水環境
③門池・牧堰用水の水環境マップ作成

71.4%7小学6年生～中学生
原理がわかるモノづくり体験教室③
～RGB３原色LEDペンダントの製作を通して学ぶ薄型テレビの原理～

100.0%6小学5年生～中学生
原理がわかるモノづくり体験教室②
～手回しLEDライトを製作して発電の原理を学ぼう～

100.0%10中学生
原理がわかるモノづくり体験教室①
～電子回路製作を通して学ぶ光通信のしくみ～

87.5%16小学5年生～中学生,およびその保護者
めざせ！コンピュータ豆博士～コンピュータ基礎講座⑤～
PICマイコンを用いた簡単な自走ロボットの開発

満足度
受講者

数
受講対象者講座名称

金属樹の実験を行うことで、2種の金属における性質の違いを学びます。
実験は、生徒一人が一つの実験を行います。時間に余裕がある場合は、
３種類の金属と4種類の試薬について、それぞれの組み合わせで生じる化
学反応を観察することで金属の性質の違いを理解する実験を行うことも
できます。

小林 美学金属樹を育てよう（金属の反応）教 養 科

私たちは生きるために水を飲み、空気を吸っています。一方で、便利な
生活を送るために汚れた水を流し、車の排気ガスで空気を汚し、ゴミを
出しているのも私たちです。私たちの身近な川や池がどうなっているの
か知りたいと思ったことはありませんか？本講座では身近な環境につい
て具体的に調査する方法をご紹介します。

蓮実 文彦
芳野 恭士
後藤 孝信
古川 一実
竹口 昌之

身近な環境を調べてみよう
物 質
工 学 科

光を用いることで、遠方に情報を伝達することができるしくみを説明し
実際に光通信器を使ったデモンストレーションを行います。

大久保進也
芹澤 弘秀

光と通信技術
制御情報
工 学 科

パソコンでプログラムを作成し、ワンチップマイコンを使ったロボット
が赤外線を出すボールを追いかけるように制御します。

川上 誠ロボットで光るボールを追いかけてみよう
電子制御
工 学 科

プリズムや偏光板、回折格子などを用いて光の３原色や光の性質などを
簡単な実験を通して体験的に学習できるようにします。偏光板を使った
簡単な工作を行って、光が波の性質を持っていることを理解できるよう
にします。

野毛 悟光の不思議を体験しよう
電気電子
工 学 科

レゴブロックにセンサー、モーターおよびコントロールボックスを搭載
して、昆虫形のロボットを製作します。

村松 久巳
永禮 哲生

レゴマインドストームで
ロボットを作ろう！動かそう！

機 械
工 学 科

授 業 概 要担当教員授業名学科名

※上記の他、20出前授業を開講

平成２２年度出前授業 インターンシップの実施状況

教員による説明会 発表会の一コマ

説明会の一コマ

本科
４・５学年

選択２単位
２週間

選択１単位

１週間

専攻科
専攻科実習
必修２単位（２週間）

平成２０年
本科 ８３名

専攻科 ３１名

平成２１年度
本科 ９３名

専攻科 ３１名
聴講している３・４年生
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恒例の「一日体験入学」８月１日（土）開催

参加者：1,007名
沼津高専の当面する課題沼津高専の当面する課題

■ 教員の学生指導力向上
第２回教員ＦＤ研修会 生徒指導が機能する 「学級経営」

■ 工学基礎教育の充実
第１回教員ＦＤ研修会 低学年の教育方法に関して

■ 学校敷地内の耐震補強

高専機構校平成２２年度予算で学内法面の補強工事

■ 教員評価システムの構築
全教員の校長ヒアリング等を実施して試行中

■ 機械実習工場の改修

平成２２年度文部科学省に概算要求中

■ 学生寮の増築

平成２２年度高専機構に概算要求中

高専機構の第２期中期目標・第２期中期計画

（２） 教育課程の編成等

① 産業構造の変化や技術の高度化などの時代の進展に即応した
対応が求められる中、各高等専門学校がそれぞれの地域性や特色
、立地条件に応じ、個性ある多様な発展を目指し、自主的・自立的
な改革を進める。このため、学科構成を見直し、地域の要請に即応
した新分野の学科の設置や改組・再編・整備を適切に進めるととも
に、地域や各高等専門学校の実情に応じ専攻科の整備・充実を行
う。

沼津高専の 平成２２年度 年度計画

① 産業構造が、エネルギー、環境、医用、福祉等の方向に変化して
いることを踏まえ、学科の大括り化、コース制の導入、新分野の学
科の設置、改組、再編、整備等の必要性について、将来検討ＷＧを
設置し、同ＷＧにおいて調査・審議し、９月末までに検討結果を纏め
る。

後ほど、将来検討ＷＧ の中間報告を行います！

実習実習実習実習実習 実習

育成目標
基礎理論・技術に基づき課題を解決し、
将来中核技術者に成長できる人材

産技振・精密工学会
大企業・OB

中堅企業

中小企業
精密部品製造

オンリーワン企業

沼津商工会議所
（管理法人）

沼津高専
地域共同テクノセンター

静岡県沼津工業
技術センター

静岡県立沼津技術
専門学校

外部評価委員会
基礎の拡大・底上げ

先
端
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

受講者
高卒後
約3年

委員

委員A B C D E F

評価

講師・設備

講師・設備

出前教育
講師派遣

６コース 40～50人

応用実習

カリキュラム

コーディネータ

講師・設備

カリキュラム開発・講師・設備

自立化計画
恒久コース
（有料）

多
様
な
業
種
の
集
積

講義 講義 講義講義

静岡県

支援

先端技術
3コース12人

2006.4.9

H18・19・20 高等専門学校等を活用した中小企業人材育成事業 概念図

平成18・19・20 年
高等専門学校等を活用した中小企業人材育成事業

(経済産業省事業）

基礎と応用コース 先端技術コース

1. 工業材料の基礎と応用 1. 金型の高能率・高精度加工実習

2. 機械加工の基礎と応用

3. 計測技術の基礎と応用 2. 超精密加工へのアプロ－チ実習

4. 電子制御の基礎と応用

5. 機械設計の基礎と応用 3. 応用実習企業間インターン

6. CAD/CAM技術の基礎 シップ

と応用

平成2１年 静岡県産業部と沼津市の支援により実施

平成22年 中小企業団体中央会の支援により実施

平成２１年度科学技術振興調整費

提案課題のヒアリング

■ プログラム名 「地域再生人材創出拠点の形成」

■ 課題名 「富士山麓医用機器開発エンジニア養成プログラム」

平成２１年４月２０日

独立行政法人国立高等専門学校機構

沼津工業高等専門学校
Numazu National College of Technology
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第４回 静岡県東部テクノフォーラム in 沼津高専
２００９.１２.１１（金）

県東部の参加者：８８名

本校教員

企業からの出展： ２１件

本校教員の出展：５８件

平成２１年度 公開講座実施一覧

93.8%16小学5年生～中学生,およびその保護者
めざせ！コンピュータ豆博士～コンピュータ基礎講座④～
ロジックICとジャンプワイヤーで作る簡単な自走ロボットの開発

85.7%7小学6年生～中学生,およびその保護者
めざせ！コンピュータ豆博士～コンピュータ基礎講座③～
グラフィカル開発ツールを用いたコンピュータシミュレーション入門

100.0%6中学生以上,およびその保護者
めざせ！コンピュータ豆博士～コンピュータ基礎講座②～
グラフィカルプログラミングによるＣ言語入門

80.0%10小学5年生～中学生,およびその保護者
めざせ！コンピュータ豆博士～コンピュータ基礎講座①～
１桁電卓の設計・製作を通して学ぶロジックの世界

71.4%7中学生
メカ講座「ものづくり体験」
～金属を溶かして、アイデアをそのまま形に ２日間～

88.9%9中学生
メカ講座「空中浮上」
～電磁石を使って、空中浮上装置を作ってみよう～

77.8%18中学生
メカ講座「エネルギー」
～ソーラーカーを製作して、エネルギーの未来を考えよう～

100.0%9小学5年生～中学生電子工作入門～ミニ放送局とラジオを作ろう～

90.0%10中学生
中学生のためのパソコン組み立て教室
～パソコンの仕組みとソフトウェアのインストール～

89.6%29小学4年生～中学生君もロボカップジュニアに出場してみないか！

80.0%10中学生
中学生のための自律ロボット教室
～赤外線で障害物を避けながら移動するロボットを作ってみよう～

100.0%8小学4年生以上とその保護者,および中学生ブロックで創るロボットの世界B

100.0%12小学4年生以上とその保護者,および中学生ブロックで創るロボットの世界A

100.0%8中学生中学生のための３次元ＣＡＤ入門

100.0%12小学生野菜やくだもので電気をおこしてみよう！

100.0%4小学生～中学生,およびその保護者
親子で楽しむ年賀状作成講座
～デジカメ、パソコンを使ってオリジナル年賀状を作ろう～

満足度
受講者

数
受講対象者講座名称

85.7%7
理数系分野に興味があり,英検4級以上
の英語力を持つ中学生

初歩の理数系英語の語彙・文法講座

100.0%12小学生光観測装置をつくろう

100.0%2中学生
中学生のための情報モラル講座
～インターネットの光と影～

89.5%19小学5年生～中学生ソーラーによるミニ扇風機の製作講座

76.2%21小学1年生～中学生
作ってみよう！電磁力の応用講座②
～作ってみよう！手づくりモータ～

100.0%21小学生1年生～中学生
作ってみよう！電磁力の応用講座①
～作ってみよう！ステレオスピーカ～

57.1%7小学5年生～中学生視覚のふしぎ

86.5%37中学生ゲームを作ろう：Scratchによるプログラミング入門

93.8%16中学生中学生のための化学実験講座

100.0%7小学生～高校生,およびその保護者パンの科学

93.3%15門池周辺の小中学生およびその保護者

2009 門池環境調査隊！
①門池・牧堰用水の地理と歴史
②門池・牧堰用水の水環境
③門池・牧堰用水の水環境マップ作成

71.4%7小学6年生～中学生
原理がわかるモノづくり体験教室③
～RGB３原色LEDペンダントの製作を通して学ぶ薄型テレビの原理～

100.0%6小学5年生～中学生
原理がわかるモノづくり体験教室②
～手回しLEDライトを製作して発電の原理を学ぼう～

100.0%10中学生
原理がわかるモノづくり体験教室①
～電子回路製作を通して学ぶ光通信のしくみ～

87.5%16小学5年生～中学生,およびその保護者
めざせ！コンピュータ豆博士～コンピュータ基礎講座⑤～
PICマイコンを用いた簡単な自走ロボットの開発

満足度
受講者

数
受講対象者講座名称

金属樹の実験を行うことで、2種の金属における性質の違いを学びます。
実験は、生徒一人が一つの実験を行います。時間に余裕がある場合は、
３種類の金属と4種類の試薬について、それぞれの組み合わせで生じる化
学反応を観察することで金属の性質の違いを理解する実験を行うことも
できます。

小林 美学金属樹を育てよう（金属の反応）教 養 科

私たちは生きるために水を飲み、空気を吸っています。一方で、便利な
生活を送るために汚れた水を流し、車の排気ガスで空気を汚し、ゴミを
出しているのも私たちです。私たちの身近な川や池がどうなっているの
か知りたいと思ったことはありませんか？本講座では身近な環境につい
て具体的に調査する方法をご紹介します。

蓮実 文彦
芳野 恭士
後藤 孝信
古川 一実
竹口 昌之

身近な環境を調べてみよう
物 質
工 学 科

光を用いることで、遠方に情報を伝達することができるしくみを説明し
実際に光通信器を使ったデモンストレーションを行います。

大久保進也
芹澤 弘秀

光と通信技術
制御情報
工 学 科

パソコンでプログラムを作成し、ワンチップマイコンを使ったロボット
が赤外線を出すボールを追いかけるように制御します。

川上 誠ロボットで光るボールを追いかけてみよう
電子制御
工 学 科

プリズムや偏光板、回折格子などを用いて光の３原色や光の性質などを
簡単な実験を通して体験的に学習できるようにします。偏光板を使った
簡単な工作を行って、光が波の性質を持っていることを理解できるよう
にします。

野毛 悟光の不思議を体験しよう
電気電子
工 学 科

レゴブロックにセンサー、モーターおよびコントロールボックスを搭載
して、昆虫形のロボットを製作します。

村松 久巳
永禮 哲生

レゴマインドストームで
ロボットを作ろう！動かそう！

機 械
工 学 科

授 業 概 要担当教員授業名学科名

※上記の他、20出前授業を開講

平成２２年度出前授業 インターンシップの実施状況

教員による説明会 発表会の一コマ

説明会の一コマ

本科
４・５学年

選択２単位
２週間

選択１単位

１週間

専攻科
専攻科実習
必修２単位（２週間）

平成２０年
本科 ８３名

専攻科 ３１名

平成２１年度
本科 ９３名

専攻科 ３１名
聴講している３・４年生
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静岡県の産業クラスター施策

地域再生人材創出拠点の形成

沼津工業高等専門学校

フォトンバレー
（光・電子技術関連産業）

フォトンバレー
（光・電子技術関連産業）

フーズ・サイエンス ヒルズ
（食品関連産業）

フーズ・サイエンス ヒルズ
（食品関連産業）

西部西部

中部中部

東部東部

製造品出荷額等

全国第３位
19兆4,103億円

（2007年）

ファルマバレー
（医療・健康関連産業）

ファルマバレー
（医療・健康関連産業）

地域の特色を活かした静岡県内の３つのクラスター地域の特色を活かした静岡県内の３つのクラスター

富士山麓地域における産業の特色

地域再生人材創出拠点の形成

沼津工業高等専門学校

清水町

三島市

函南町 熱
海
市

伊東市

長
泉
町

裾野市

伊豆市

沼津市

伊豆の国市

東伊豆町西伊豆町

松崎町

南伊豆町

下田市

河津町

富士宮市

芝
川
町

富士市

御殿場市

小山町

◎：医薬品製造
□：医療機器製造

都道府県名 順位 生産金額（億円）

静岡県 １ 7,973

埼玉県 ２ 7,256

栃木県 ３ 5,766

大阪府 ４ 5,621

富山県 ５ 4,724

医薬品・医療機器合計生産金額 （平成19年） 富士山麓地域の主な医薬品・医療機器製造所富士山麓地域の主な医薬品・医療機器製造所

□㈱ジーシー
□ジンマー㈱

静岡がんセンターの概要

○病院 （平成14年開院）

・ファルマバレープロジェクトの中心機関
・専門診療科 37、手術件数 3,482件（2007年度）
・全国のがん専門病院の中でもトップクラスの評価

○研究所 （平成17年開設）
・８研究部 ３研究支援室
・３つの方針：患者さんの視点を重視した研究
プロジェクト志向型の研究

沼津高専

東海大学

静岡がんセンター

◎小野薬品工業㈱
◎テルモ㈱
□テルモ㈱
□富士フイルム㈱

◎アステラス東海㈱
◎興和㈱

◎ヤンセンファーマ㈱
◎協和醗酵工業㈱
◎㈱ヤクルト本社
◎協和メデックス㈱
◎東レ㈱
□オリンパス㈱
□オリンパステルモ

バイオマテリアル
□東レ・メディカル

東海大学東海大学沼津高専沼津高専

富士山麓先端健康産業 （ファルマバレ） プロジェクト

地域再生人材創出拠点の形成

沼津工業高等専門学校

静岡県によるファルマバレープロジェクトの推進 （H１４～）静岡県によるファルマバレープロジェクトの推進 （H１４～）

産学官ネットワーク産学官ネットワーク

産業支援機関産業支援機関

大学大学

行政・公設試行政・公設試企業・研究所企業・研究所

静岡がんセンター静岡がんセンター

各種インプラント製品

人工呼吸補助器

培養細胞の
常温輸送セット

放射線のための直腸脱気チューブ

インフルエンザ診断セット

ガイドピン式
経皮骨生検セット

皮膚がん診断装置

手術時の使用済み
ガーゼカウンタ

臨床現場
ニーズ

臨床現場
ニーズ

中小企業の
技術力

中小企業の
技術力

医療機器
製品化

医療機器
製品化

内需依存型、
高付加価値化産業への

転換

内需依存型、
高付加価値化産業への

転換

本プログラム実施の背景と目的

地域再生人材創出拠点の形成

沼津工業高等専門学校

中小企業を取り巻く状況中小企業を取り巻く状況

・取組事例 （医療機器開発） ⇒ 一部企業にとどまる

・医療機器分野への参入意欲・意識は醸成

・中核人材育成が急務

・取組事例 （医療機器開発） ⇒ 一部企業にとどまる

・医療機器分野への参入意欲・意識は醸成

・中核人材育成が急務

地域の特色を活かした 中小企業主体の 地域再生を実現地域の特色を活かした 中小企業主体の 地域再生を実現

プログラムの実施目的プログラムの実施目的

医療機器開発の動き

地域全体へ
加速度的に

波及

医療機器開発の動き

地域全体へ
加速度的に

波及

医療機器開発
人材育成支援システムの

構築

医療機器開発
人材育成支援システムの

構築

提案プログラム の特徴 ② （人材養成ネットワークの形成）

地域再生人材創出拠点の形成

沼津工業高等専門学校

ファルマバレープロジェクト ネットワーク機関ファルマバレープロジェクト ネットワーク機関

人材養成ネットワークの形成

－ 地域による地域のための知の拠点 －

人材養成ネットワークの形成

－ 地域による地域のための知の拠点 －

静岡県

＜運営協力＞

静岡県

＜運営協力＞

連携自治体

富士山麓産業支援
ネットワーク

＜募集協力＞

富士山麓産業支援
ネットワーク

＜募集協力＞

・ファルマバレーセンター
（コーディネータ）

・沼津産業振興プラザ

＜養成後人材活用＞

・ファルマバレーセンター
（コーディネータ）

・沼津産業振興プラザ

＜養成後人材活用＞

産業支援機関臨床機関

静岡がんセンター・研究所
（医師・看護師）

＜外部講師派遣＞

臨床機関

静岡がんセンター・研究所
（医師・看護師）

＜外部講師派遣＞

東海大学
（開発工学部・医学部）

＜運営協力＞

東海大学
（開発工学部・医学部）

＜運営協力＞

沼津高専

＜運営主体＞

沼津高専

＜運営主体＞

評価委員会評価委員会企画運営委員会企画運営委員会

薬事法関係

・フジファルマ （審査側）

・東京CRO （申請側）

＜外部講師派遣＞

薬事法関係

・フジファルマ （審査側）

・東京CRO （申請側）

＜外部講師派遣＞

・オリンパス
・オリンパステルモ

バイオマテリアル

＜外部講師派遣＞

・オリンパス
・オリンパステルモ

バイオマテリアル

＜外部講師派遣＞

大手医療機器メーカー

高 専 大 学産業支援機関

地域教育リソースのフル活用地域教育リソースのフル活用

静岡県の地域再生計画及びファルマバレープロジェクトとの連携

地域再生人材創出拠点の形成

沼津工業高等専門学校

静 岡 県静 岡 県 沼津高専沼津高専

先端健康産業の振興による地域再生計画
（平成20年7月認定済）

先端健康産業の振興による地域再生計画
（平成20年7月認定済）

富士山麓医用機器開発エンジニア
養成プログラム

富士山麓医用機器開発エンジニア
養成プログラム

静岡県東部 富士山麓地域の再生静岡県東部 富士山麓地域の再生

先端健康産業の集積、地域経済の活性化先端健康産業の集積、地域経済の活性化

数値目標
・特許出願件数 ５０件
・製品化の件数 ２０件

数値目標
・特許出願件数 ５０件
・製品化の件数 ２０件

医療、健康関連の研究開発を活発化

させ産学官連携の推進により研究成果
や臨床ニーズの早期実用化・事業化を
図り、地域経済を活性化

医療、健康関連の研究開発を活発化

させ産学官連携の推進により研究成果
や臨床ニーズの早期実用化・事業化を
図り、地域経済を活性化

医療機器開発の中核となって社内を
リードできる技術者の養成

医療機器開発の中核となって社内を
リードできる技術者の養成

富士山麓先端健康産業集積
（ファルマバレー）
プロジェクトの推進

養成後の人材活用支援

・医療現場ニーズとの
マッチング支援

・企業経営者の意識向上
（医療機器交流サロン形成）

知的財産関係支援

製品化支援
・臨床試験支援
・販路開拓支援 ほか

富士山麓先端健康産業集積
（ファルマバレー）
プロジェクトの推進

養成後の人材活用支援

・医療現場ニーズとの
マッチング支援

・企業経営者の意識向上
（医療機器交流サロン形成）

知的財産関係支援

製品化支援
・臨床試験支援
・販路開拓支援 ほか

成果目標
・養成人数 ３２名
・共同研究件数 １０件
・試作品開発件数 ３件

成果目標
・養成人数 ３２名
・共同研究件数 １０件
・試作品開発件数 ３件
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学生数（出身地別H22.5月現在）

地区別

静 岡 県

神奈川
県

山梨県 その他
外国人
留学生

合 計

東 部 中 部 西 部

学生数
６７８

(１０５)

１８２

(２０)

１２６

(４)

４０

(３)

１

(０)

９

(１)

７

(０)

１,０４３

(１３３)

割 合

％
６５．０ １７．４ １２．１ ３．８ ０．１ ０．９ ０．７

１００

(１２．７)

（ ）内は女子数で内数・割合は、概数

専攻科生を除く

卒業生進路（18～21年度）

88 77

109
89

70
80

59
73

32 31
29 34

4 3
2 4

0人

50人

100人

150人

200人

１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度

その他

専攻科

大学

就職

大学編入学状況（19～22年度）

１９

０

３

０

０

０

０

７

０

２１

１８

２

３

２

１

１

０

２２

５

２２

７

１

５

３

０

４

７

３

０

２１

２

３

３

１

１

１

４

３

１

２２

１８

２

１

０

０

１

０

１６

３

２０

１２

１

１

０

１

０

１

９

３

１９

６

３

６

５

２

６

８

０

１

２０

９

６

５

３

３

１

１２

１

２

１９大学名 大学名

北海道 名古屋

東 北 豊橋技科

筑 波 京 都

千 葉 大 阪

東 京 岡 山

東京農工 九 州

東京工業 首 都

長岡技科 立命館

静 岡 その他

平成20年度専攻科修了生大学院入学状況

東京大学大学院 １名
東京工業大学大学院 ３名
豊橋技術科学大学大学院 １名
北陸先端科学技術大学院大学 １名
奈良先端科学技術大学院大学 ２名
静岡県立大学大学院 １名

平成21年度専攻科修了生大学院入学状況

北海道大学大学院 １名
東京工業大学大学院 １名
筑波大学大学院 １名
横浜国立大学大学院 １名
奈良先端科学技術大学院大学 ２名

地域共同テクノセンター（平成１６年３月竣工）
受入件数（技術相談含む）

19 20 17
22

36
424 3

3
6

6
5

20
14 18

12

15 7

34

20 17
23

18 24

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

技術相談

寄附金

受託研究

共同研究

技術相談 34 20 17 23 18 24

寄附金 20 14 18 12 15 7

受託研究 4 3 3 6 6 5

共同研究 19 20 17 22 36 42

H16 H17 H18 H19 H20 H21

受入額（千円単位）

8,320 11,210 8,280
12,615

39,168 39,124

5,950

13,074

10,551

14,081

10,934 13,130

13,858

12,140

5,515

12,643

14,551 7,950

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

寄附金

受託研究

共同研究

寄附金 13,858 12,140 5,515 12,643 14,551 7,950

受託研究 5,950 13,074 10,551 14,081 10,934 13,130

共同研究 8,320 11,210 8,280 12,615 39,168 39,124

H16 H17 H18 H19 H20 H21

外部資金の獲得状況 （平成２１年度実績）
外部資金 ＧＰ等 科研費 共同研究・受託研究・試験

１．仙台高専 291,162 千円 (1) 210,474 千円 (2) 46,429 千円 (7) 34,259 千円

２．東京高専 124,678 (2) 83,422 25,894 15,362

３．奈良高専 122,444 (8) 47,130 (6) 31,190 (6) 44,124

４．沼津高専 112,918 (11) 43,514 (14) 17,150 (2) 52,254

５．阿南高専 112,546 (5) 58,387 6,669 (4) 47,490

６．富山高専 111,900 (9) 46,000 (5) 39,463 26,437

７．豊田高専 107,961 (3) 71,674 (10) 22,466 13,821

８．松江高専 101,000 (4) 64,521 (12) 20,561 15,918

9．高知高専 99,991 22,935 (1) 56,973 20,083

１０．一関高専 97,026 23,206 (3) 41,530 (10) 32,290

１1．石川高専 89,012 (6) 52,501 (9) 24,219 12,292

１２．呉 高専 83,306 (7) 50,949 (11) 20,995 11,362

１３．函館高専 80,195 34,104 12,450 (8) 33,641

１４．熊本高専 75,848 (10) 45,074 (15) 17,022 13,752

１５．鹿児島高専 75,043 19,000 (4) 41,163 14,880

１６．鈴鹿高専 73,314 26,431 (7) 27,001 19,882

17. 群馬高専 71,601 0 (8) 25,472 (5) 46,129

１８．久留米高専 71,167 25,818 12,335 (9) 33,014

１９．鶴岡高専 68,017 0 5,205 (1) 62,812

２０．長岡高専 67,452 0 (13) 19,440 (3) 48,012
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沼津高専の将来構想

（１） 医用機器開発エンジニア養成を目指した専攻科

コース制の開発

科学技術振興調整費 「富士山麓医用機器開発エンジニア養

成プログラム」 の自立化に向けて高専機構の改革推進経費

により調査研究を開始・・・・・地域連携委員会・専攻科

（２） 高専と地域が連携したエコタウンづくり

ー門池の水質改善と水力発電を通した環境教育ー

・ 門池の水質調査の公開講座を水質改善に発展
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